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今年度も本誌を無事に発行することができました．当初は原稿の集まりが

悪く，背表紙ができないのではないかと危惧していたのですが，その後徳岡

隆夫前センター長から複数の投稿があり，何とか例年並の体裁を整える事が

できた次第です．ご存知のように，汽水域研究センターは平成 13年度をもっ

て時限となり，次年度からは新たなセンターとして再出発することになりま

す．本誌は次の 9号まではこれまでと同様に発行する予定ですが，その後を

どのようにするか，その内容，発行形態や体制などについて，これから本格

的に議論していきたいと思っております．いずれ皆様のご意見を集約する機

会を設ける予定ですので，ご協力のほどお願い致します．

編集後記
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